
中津川市総合計画

後期事業実施計画の概要
今回策定する中津川市総合計画後期事業実施計画は、総合計画の１２年間の仕上げと
なる重要な４年間であり、これまで“耕し”、“種を蒔いた”ものが、“育ち・成⻑する”
時期を迎えます。
後期事業実施計画では、基本構想に定める将来都市像の実現に向けて、目指す方向を
明確にし、具体的な施策や事業を⽰し、目標に向かって全⼒で取り組むことで、持続
可能な中津川市を築いていきます。また、この期間は、次期総合計画の準備を⾏う期
間にもなります。１２年間の取り組みを検証し、時代の変化や状況、課題などを整理
し、次期総合計画へジョイントする（つなげる）計画としても位置付けます。

■後期事業実施計画の体系

基本構想（平成２７年度〜令和８年度）
将来都市像 かがやく人々 やすらげる自然 活気あふれる 中津川
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■地域創生まちづくり戦略
中津川市の人口は、最も多かった平成７年の８５,３８７人から減少し続けており、令
和２年には７６,５７０人となりました。今後も人口は減少を続け、令和４２年には、
５６,６４６人になると推計されています。この人口減少、少子高齢化の進展という危
機的な状況の中で、持続可能なまちづくりを進めるために、基本施策の事業から抽出
した次の３つの戦略からなる「地域創⽣まちづくり戦略」に取り組みます。

〇戦略Ⅰ リニアを活かす戦略

〇戦略Ⅱ 若者の定住戦略
①ひとを育てる
まちづくり

未来を担う人材育成
若者の市内就職の推進
農林業の後継者対策

②仕事を選び、働き続けら
れるまちづくり

企業誘致、創業支援
市内企業・勤労者支援

③結婚・出産・子育ての希
望をかなえるまちづくり
結婚・出産・子育て支援

住まいの確保支援

リニアのアドバンテージを最大限に活かす戦略です。リニア岐⾩県駅と中部総合⾞両基地が
できるというアドバンテージを最大限に活かし、その波及効果を市域のみならず広域に⾏き
渡らせ、持続的に発展する仕組みづくりを進め、快適で便利な暮らしを実現します。

人口減少を将来的に解消させるた
めの戦略です。安⼼して子育てで
きる環境を整え、出⽣率を高める
とともに、市⺠の市外流出の抑制
と子どもを産み育てる若者世代の
市内への移住を促進します。
これらに一体的に取り組むこと
で、相乗効果を高め、人口減少を
抑制します。

〇戦略Ⅲ 人が集い、安⼼して暮らせる戦略

①地域で支えあうまちづくり

地域活動の推進
地域交通網の再構築

関係人口の創出

地域で安⼼して暮らし続けられるための戦略です。
地域の空洞化や、地域を支える人材・資源の減少や
地域を守る機能の低下などの人口減少に伴う様々な
変化に柔軟に対応し、地域コミュニティの活⼒を高
める施策や事前防災の推進等に取り組み、市⺠の安
全・安⼼な暮らしを守ります。

②災害に備えるまちづくり

事前防災の推進
消防機能の充実

①リニアの宿場を
創るまちづくり

リニア駅周辺の整備
リニア駅アクセス道路の整備

⻄部テクノパークの整備

②中⼼市街地のにぎわいを
つくるまちづくり

中⼼市街地の磨き上げ
中⼼市街地の回遊性の向上

③人の流れを地域に
みちびくまちづくり

幹線道路の整備
地域資源の磨き上げ

周遊観光の促進

■計画人口
総合計画の策定時、人口推計よりも２，５００人多い７２，０００人を令和８年度の
計画人口としました。令和２年度時点における国勢調査人口は７６，５７０人となっ
ており、人口推計を２，４６８人上回る結果となっています。人口がこのままのペー
スで推移した場合、当初設定した計画人口を上回ることが⾒込まれます。しかしなが
ら、人口減少の進⾏は依然として⽌まることはなく、持続可能なまちづくりを進める
ためにも、この計画期間において更なる取り組みを推進する必要があります。
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中津川市総合計画は、「基本構想」と「実施計画」の２層で構成され、実施計画のう
ち後期事業実施計画の期間は、総合計画の全体期間（平成27年度から令和８年度まで
の12年間）のうち令和５年度から令和８年度までの４年間です。後期事業実施計画は
「地域創⽣まちづくり戦略」、「基本施策」、「横断施策」の３つから成り⽴ってお
り、将来都市像の実現に向けて、各施策をけん引するために基本施策から特に重点的
に取り組む施策を「地域創⽣まちづくり戦略」として抜き出しています。



■基本施策 ■横断施策

■大型事業

■計画推進のために

人々がかがやくまち

〇将来を担う子どもたちが減ってしま
うことなく、たくましく、しっかりと
自⽴した若者に育ち、その若者が地域
において伝統や文化をしっかりと守り、
引き継いでいけるまち
〇子どもからお年寄りまでみんなが健
康で、必要な福祉・医療サービスを受
けることができ、すべての人が安⼼し
ていきいきと⼼豊かに暮らしていける
まち
〇市⺠活動や地域コミュニティの活動
が活発で、互いに持てる⼒を出し合い、
支え合いながら協働でつくっていける
まち
〇すべての人が⽣涯を通じて社会を⽣
き抜くための⼒を⾝に付け、人々の⼼
が豊かで輝いているまち

①将来を担う人材が育つまち
ⅰ〈学校教育〉
ⅱ〈幼児教育〉
ⅲ〈少子化対策・子育て支援〉

②健康に暮らせるまち ⅰ〈健康づくり〉
ⅱ〈地域医療・公⽴病院〉

③温かい福祉のまち

ⅰ〈高齢者福祉〉
ⅱ〈児童福祉〉
ⅲ〈障がい者福祉〉
ⅳ〈地域福祉・社会保障〉

④地域の活⼒があるまち

ⅰ〈地域コミュニティ〉
ⅱ〈協働・市⺠活動〉
ⅲ〈人権の尊重〉
ⅳ〈地域公共交通〉

⑤いきいきと暮らせるまち ⅰ〈⽣涯学習・読書推進・スポーツ振興〉
⑥歴史文化に魅⼒があるまち ⅰ〈歴史・文化〉

やすらぐ自然につつまれたまち

〇美しい自然をしっかりと守り、その
恵みを活用していけるまち
〇再⽣可能エネルギーの活用やごみの
資源化などにより、地球環境にやさし
いまち
〇美しい環境の中で、防災など緊急時
の備えも⾏き届いているまち

①災害に強い安全なまち

ⅰ〈防災・減災〉
ⅱ〈消防・救急〉
ⅲ〈防犯〉
ⅳ〈交通安全〉

②きれいで豊かな自然を守るまち

ⅰ〈自然環境保全〉
ⅱ〈再⽣可能エネルギー推進〉
ⅲ〈ごみ・し尿対策〉
ⅳ〈斎場・墓地〉

活気あふれるまち

〇市内企業は経営規模が拡大し、新た
な企業の進出や起業により若者が働く
場所が多くあり、本市で育った若者が
市内にとどまり、市外からも若者が集
まり活気があるまち
〇農林業の後継者がしっかり確保され、
⽥園や森林の美しい景観が保たれてい
るまち
〇美しい景観が保たれた、中津川市な
らではの自然・歴史・伝統文化を歩き、
⾒、触れるために多くの観光客が訪れ
にぎわっているまち
〇活気あるまちにふさわしい⽣活基盤
が整っているまち
〇中津川市の素晴らしさを世界に向け
て発信しているまち

①働く場があり
住み続けられるまち

ⅰ〈工業振興〉
ⅱ〈商業振興〉
ⅲ〈農業振興〉
ⅳ〈林業振興〉
ⅴ〈地場産業振興〉

②便利に暮らせるまち
ⅰ〈道路等基盤の整備〉
ⅱ〈上水道基盤の維持〉
ⅲ〈住宅の整備〉

③世界に向けて情報発信するまち
ⅰ〈シティプロモーション〉
ⅱ〈企業誘致〉
ⅲ〈移住定住〉

④市外との交流が盛んで、
訪れたくなるまち

ⅰ〈観光振興〉
ⅱ〈地域外交流の推進〉

３つの基本理念 １２の政策の柱 具体的な３６の施策

後期事業実施計画の着実な推進のために、次の取り組みを⾏います。
・施策に目標となる「目指す方向」を定め、その「目指す方向」の達成度を測る「数

値目標」を設定し、市⺠に施策の進捗状況を分かりやすく伝えます。
・外部の委員会による評価・検証により、事業の⾒直しを毎年⾏います。
・「数値目標」の達成に各事業が寄与しているかを自ら確認し、計画期間の中であっ

ても、事業の新設・改善・拡大・縮⼩・廃⽌を絶えず⾏います。

将来都市像の実現に向けて、関係人口や多文化共⽣などの「多様な人材の活躍を推進
する」という視点や、DX（デジタルトランスフォーメーション）、SDGsなどの「新
しい時代の流れを⼒にする」という視点をあらゆる分野で取り⼊れて、効果的に施策
を推進します。

多様な人材の活躍を推進する

多様なひとびとの活躍による地域創⽣の推進

誰もが活躍する地域社会の推進（多文化共⽣等）

新しい時代の流れを⼒にする

DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

SDGsの推進

ゼロカーボンの推進

※ は整備中の事業です。 ※ は検討の事業です。 ※ は完了した事業です。

将来都市像「かがやく人々 やすらげる自然 活気あふれる 中津川」を実現するた
めの基本となる施策です。基本構想に定められた、３つの基本理念と基本理念を具体
化するための１２の政策の柱。その柱を実現するための具体的な方策や対策として３
６の施策と、その施策を実施するための個々の事業を定めています。

基本構想 実施計画
施策を推進

 

区分 事業名 総合計画期間 次期 
前期〜中期 後期 総合計画 

リ
ニ
ア
を
活
か
す
戦
略 

リニア駅周辺⼟地区画整理事業  
    

リニア駅周辺整備事業 
 

   

リニア中央新幹線関連道路整備事業 
    

中津川⻄部テクノパーク整備事業 
    

神坂ＰＡスマートインターチェンジ
設置事業  

    

【完了】市⺠交流プラザ整備事業 
    

【完了】⻘⽊斧⼾線道路整備事業 
    

人
々
が
か
が
や
く
ま
ち 

坂本⼩中学校給⾷調理場建設事業 
 

   

中央公⺠館改修事業 
    

苗⽊城跡整備事業  
    

坂本⼩学校整備事業 
    

新病院整備構想 
    

落合宿本陣保存整備事業 
    

美術館機能構想 
    

【完了】新福岡⼩学校建設事業 
    

【完了】新福岡⼩学校給⾷調理場建
設事業 

    

【完了】⻄⼩学校大規模改造事業 
    

【完了】坂本こども園整備事業 
    

【完了】苗⽊交流センター整備事業 
    

 

区分 事業名 
総合計画期間 次期 

前期〜中期 後期 総合計画 

人
々
が 

か
が
や
く

ま
ち 

【完了】阿⽊交流センター整備事業 
    

【完了】文化会館改修事業 
    

や
す
ら
ぐ
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ち 

消防施設建設事業  
 

   

消防設備整備事業 
 

   

消防指令業務共同化事業 
    

環境センター基幹的設備改良事業 
    

新環境センター広域化事業 
    

メモリアル施設整備事業  
    

【完了】新衛⽣センター建設事業  
    

【完了】庁舎耐震整備事業  
    

【完了】リサイクル施設整備事業  
    

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

濃⾶横断自動⾞道関連道路整備事業 
    

中津川⻄部テクノパーク関連道路整備
事業 

    

本庁舎会議棟建設事業 
    

にぎわいプラザ廃⽌関連（解体・跡地
利用） 

    

新庁舎整備事業 
    

【完了】付知中央橋架替事業  
    

【完了】川上地区難視聴対策事業  
    


